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医
家
合
田
家
の
歴
史
と
蔵
書

〔
要
旨
〕
本
稿
に
の
べ
る
合
田
家
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
越
後
高
田
藩
榊
原
家
の
藩
医
を
勤
め
た
家
系
で
あ
る
。
そ

の
家
伝
の
古
医
書
類
が
昨
年
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
に
譲
渡
さ
れ
た
の
を
機
に
、
そ
の
家
系
を
調
査
し
、

蔵
書
を
整
理
し
た
。
本
家
は
初
代
平
蔵
’
二
代
忠
蔵
’
三
代
昌
順
’
四
代
洋
庵
’
五
代
義
宜
’
六
代
平
’
七
代
博
と
続

き
、
当
代
喬
氏
に
至
る
。
分
家
の
医
師
に
は
進
、
朗
氏
が
い
る
。
譲
渡
を
受
け
た
蔵
書
は
全
一
三
八
点
、
四
五
○
冊
。

う
ち
医
書
類
は
一
○
二
点
、
二
八
三
冊
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
江
戸
末
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
、
越
後
高
田
に
お
け

る
医
学
水
準
を
伝
え
る
格
好
の
資
料
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
高
田
藩
医
、
蘭
方
、
合
田
洋
庵
、
合
田
義
宜
、
合
田
平

町
泉
寿
郎
・
小
曽
戸
洋
・
天
野
陽
介
・
花
輪
壽
彦

日
本
医
史
学
雑
誌
第
五
十
一
巻
第
四
号
平
成
十
七
年
六
月
二
十
三
日
受
付

平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
日
発
行
平
成
十
七
年
八
月
一
日
受
理

幻
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所

〃
二
松
学
舎
大
学
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墓
所
お
よ
び
資
料
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
八
月
二
十
日
に
合
田
喬
氏
に
同
行
を
願
い
、
新
潟
県
上
越
市
寺
町
に
あ
る

同
家
菩
提
寺
の
天
崇
寺
・
孝
巖
寺
、
お
よ
び
現
在
墓
石
の
大
部
分
が
あ
る
金
谷
山
墓
地
を

調
査
し
た
。

天
崇
寺
は
山
号
を
極
楽
山
と
い
う
浄
土
宗
の
寺
で
、
合
田
家
歴
代
が
菩
提
寺
と
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
寺
に
は
合
田
家
の
墓
石
は
一
基
も
現
存
し
な
い
。
住
職
の
許
可
を
得

て
、
過
去
帳
か
ら
合
田
家
の
記
録
の
み
を
抄
出
し
た
。

孝
巖
寺
は
曹
洞
宗
で
、
合
田
家
と
同
寺
の
関
係
は
今
ひ
と
つ
明
確
で
な
い
が
、
初
代
平

蔵
夫
妻
と
そ
の
娘
、
お
よ
び
四
代
洋
庵
の
墓
、
計
二
基
が
現
存
す
る
。
（
写
真
１
）
・

金
谷
山
に
は
旧
榊
原
藩
士
た
ち
の
墓
が
多
く
集
ま
っ
て
お
り
、
合
田
家
が
墓
石
を
天
崇

寺
か
ら
移
動
し
た
時
期
は
明
確
で
な
い
が
、
現
在
、
孝
巖
寺
の
二
基
以
外
の
十
五
基
が
残

平
成
十
六
年
八
月
十
日
、
三
鷹
市
下
連
雀
の
合
田
家
か
ら
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
に
家
伝
の
古
医
書
類

が
搬
送
さ
れ
た
。
当
主
喬
氏
の
叔
父
に
あ
た
る
合
田
朗
氏
が
、
後
述
の
と
お
り
北
里
研
究
所
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
た
縁
で
、
我
々
の
東

洋
医
学
総
合
研
究
所
に
譲
渡
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
合
田
家
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
越
後
高
田
藩
榊
原
家
の
藩
医
を
勤
め
、

明
治
以
降
も
一
族
か
ら
医
者
を
輩
出
し
て
い
る
。
ま
ず
同
家
の
歴
史
を
、
次
に
そ
の
蔵
書
を
紹
介
す
る
。

緒
言

一
、
合
田
家
の
歴
代

写真1孝巖寺墓所の初代平蔵夫妻（左）

・四代洋庵（右）の墓
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る
。
苔
生
し
た
墓
石
が
多
く
、
一
部
に
文
字
の
判
読
困
難
な
も
の
が
混
じ
る
（
写
真

２
）
・合

田
喬
家
の
仏
壇
に
は
、
家
系
図
（
近
代
写
）
が
残
る
。
さ
ら
に
「
名
家
名
士
伝

（
１
）

第
六
十
・
六
十
一
・
六
十
二
回
合
田
平
君
・
進
君
」
と
題
す
る
、
新
潟
の
地
方
新
聞

の
記
事
と
み
ら
れ
る
切
抜
き
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
信
囑
性
に
問
題
が
あ
る
。

一
方
、
上
越
市
立
高
田
図
書
館
所
蔵
の
藩
政
資
料
の
研
究
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、

（
リ
ニ

近
年
、
榊
原
家
臣
団
に
関
す
る
基
礎
資
料
が
刊
行
さ
れ
た
。

以
上
の
資
料
を
も
と
に
作
成
し
た
合
田
家
歴
代
の
略
歴
と
家
系
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

初
代
合
田
平
蔵
（
？
～
’
七
五
二
）

本
国
は
伊
予
国
合
田
と
伝
え
ら
れ
る
。
本
姓
は
越
智
氏
。
通
称
は
平
蔵
。
兄
の
名

は
平
兵
衛
。
伊
予
を
本
国
と
し
合
田
氏
を
名
乗
っ
た
医
家
は
数
人
あ
る
。
吉
益
流
古

方
と
吉
雄
流
を
兼
修
し
洋
方
内
科
の
先
駆
者
と
い
わ
れ
る
合
田
求
吾
二
七
二
三
～

七
三
）
。
杉
山
真
伝
流
の
鍼
医
で
温
知
社
に
も
参
加
し
た
合
田
春
悦
（
一
八
三
二
～
一

九
一
○
）
な
ど
。
し
か
し
そ
れ
ら
と
の
か
か
わ
り
は
目
下
未
詳
で
あ
る
。

（
３
）

平
蔵
は
昌
平
費
に
学
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、
「
升
堂
記
』
に
見
る
限
り
、
合
田
姓
は
寛

政
十
年
二
七
九
八
）
十
一
月
二
十
五
日
入
門
の
讃
岐
国
丸
亀
の
合
田
保
介
が
あ
る

本
家
歴
代

写真2金谷山墓地の歴代の墓
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二
代
合
田
忠
蔵
義
貴
（
？
～
’
七
九
六
）

名
は
義
貴
。
通
称
は
忠
蔵
。
半
井
典
薬
頭
（
幕
府
医
官
中
、
最
高
格
の
家
柄
）
に
従
学
し
、
高
田
藩
医
と
な
っ
た
。
医
業
従
事
は
忠

蔵
か
ら
は
じ
ま
る
と
思
し
い
。
忠
蔵
が
学
ん
だ
半
井
氏
は
、
瑞
英
成
明
（
一
六
七
○
～
一
七
四
三
、
瑞
閏
成
庸
（
一
六
九
三
～
一
七
五

九
）
、
成
高
二
七
二
二
～
）
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
寛
政
八
年
二
七
九
六
）
十
月
十
六
日
没
、
法
号
は
想
誉
寂
心
信
士
。
妻
は
真

水
氏
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
十
二
月
二
日
没
、
法
号
は
上
観
貞
昇
信
女
。
一
男
三
女
（
妙
讃
信
女
〈
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

八
月
十
四
日
没
〉
・
双
子
の
智
教
童
子
順
貞
童
女
〈
寛
政
六
年
二
七
九
四
）
十
二
月
十
五
日
没
〉
・
岸
唯
称
信
女
）
あ
り
、
女
に
昌

順
義
制
（
太
田
氏
）
を
姿
わ
せ
て
養
子
と
し
た
。

三
代
合
田
昌
順
義
制
（
？
～
一
八
五
五
）

同
藩
士
太
田
氏
に
生
ま
れ
、
兄
は
太
田
六
郎
左
ヱ
門
。
名
は
義
制
。
通
称
は
昌
順
。
合
田
氏
を
継
ぎ
高
田
藩
医
と
な
っ
た
。
分
限
帳

に
徴
す
る
に
、
合
田
家
の
記
載
は
昌
順
が
最
初
で
、
禄
高
は
七
人
半
扶
持
、
専
門
は
外
科
で
あ
る
（
注
２
１
②
参
照
）
。
養
父
忠
蔵
は
、

半
井
家
に
学
ん
で
い
る
以
上
、
本
道
（
内
科
）
と
恩
し
く
、
合
田
家
に
お
け
る
外
科
専
攻
は
昌
順
か
ら
始
ま
る
と
見
ら
れ
る
。

初
婚
合
田
氏
と
の
間
に
一
男
（
洋
庵
義
以
）
四
女
（
妙
夢
童
女
〈
文
政
十
一
年
二
八
二
八
）
十
月
十
四
日
没
〉
・
光
吟
童
女
（
文

政
十
三
年
二
八
三
○
）
八
月
二
十
六
日
没
）
・
玄
光
童
女
〈
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
正
月
十
四
日
没
〉
・
月
桂
童
女
）
が
あ
っ

礼
区
） の

み
で
、
平
蔵
入
費
の
確
証
は
な
い
・
榊
原
侯
に
は
姫
路
藩
時
代
に
侍
講
と
し
て
仕
え
た
ら
し
い
・
時
の
藩
主
榊
原
政
岑
は
不
行
跡
の

た
め
隠
居
を
命
じ
ら
れ
、
藩
は
姫
路
か
ら
高
田
へ
転
封
と
な
っ
た
二
七
四
二
。
し
か
し
襲
封
し
た
幼
主
政
永
も
「
遠
盧
」
を
命
じ
ら

れ
て
江
戸
に
留
め
置
か
れ
、
高
田
初
入
国
は
宝
暦
三
年
二
七
五
三
）
と
い
う
か
ら
、
宝
暦
二
年
十
二
月
二
十
七
日
に
没
し
た
平
蔵
の

（
４
）

没
地
が
、
江
戸
か
高
田
か
は
未
詳
で
あ
る
。
法
号
は
覚
法
二
に
学
法
・
学
沢
）
静
心
居
士
。
妻
は
小
野
田
氏
、
寛
政
四
年
二
七
九

二
）
九
月
二
十
七
日
没
、
法
号
は
専
誉
妙
心
信
女
。
嗣
子
は
忠
蔵
義
貴
。
女
に
観
月
涼
栄
童
女
（
宝
暦
二
年
一
七
五
二
五
月
十
二
日

が
あ
る
。
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た
。
つ
い
で
合
田
氏
没
後
（
文
化
十
四
年
二
八
一
七
）
十
二
月
十
八
日
、
到
岸
唯
称
信
女
）
、
木
戸
氏
〈
慶
応
四
年
二
八
六
八
）
正

月
二
十
四
日
没
、
法
誉
静
山
意
香
信
女
）
を
要
り
、
そ
の
問
に
も
二
男
二
女
（
華
妙
童
女
〈
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
三
月
二
十
九
日

香
抑
）

没
〉
・
惠
遠
童
子
〈
天
保
十
一
年
二
八
四
○
）
十
月
十
四
日
没
〉
・
販
山
重
子
・
春
雪
童
女
）
を
儲
け
た
が
、
嗣
子
洋
庵
義
以
の
ほ
か

は
い
ず
れ
も
早
世
し
た
。
安
政
二
年
二
八
五
五
）
正
月
十
二
日
没
、
法
号
は
念
誉
心
光
義
制
居
士
。

四
代
合
田
洋
庵
義
以
（
？
～
’
八
八
六
）

名
は
義
以
、
一
に
賢
。
通
称
は
洋
庵
。
別
号
は
通
天
楼
・
藺
蟹
。
高
田
藩
医
（
外
科
）
を
継
承
し
た
。
高
田
城
下
の
尾
張
町
に
住
し

た
（
注
２
１
④
参
照
）
。
妻
は
同
藩
士
渋
谷
氏
の
出
で
、
安
政
四
年
二
八
五
七
）
十
二
月
十
八
日
没
、
法
号
は
清
顔
栄
柳
信
女
。
三
男

一
女
《
夏
旭
童
子
〈
天
保
十
二
年
二
八
四
二
五
月
二
十
七
日
没
〉
・
知
散
童
女
〈
天
保
十
四
年
二
八
四
三
）
六
月
十
八
日

没
〉
・
了
幻
童
子
〈
弘
化
四
年
二
八
四
七
）
二
月
七
日
没
〉
・
知
雲
童
子
〈
通
称
寿
々
弥
、
嘉
永
二
年
二
八
四
九
）
二
月
十
七
日

没
〉
を
儲
け
た
が
、
い
ず
れ
も
早
世
し
た
た
め
、
義
宜
〈
花
井
氏
）
を
養
嗣
子
と
し
た
。
明
治
五
年
、
文
部
省
よ
り
種
痘
の
免
許
を

得
た
。
明
治
十
九
年
二
八
八
六
）
三
月
十
八
日
没
、
法
号
は
知
足
院
費
誉
三
窮
洋
茸
居
士
、
孝
巖
寺
に
葬
ら
れ
た
。

（
け
）

蘭
方
医
学
・
洋
学
を
好
ん
だ
こ
と
は
、
洋
庵
と
号
し
た
こ
と
や
蔵
書
印
「
洋
奔
／
蘭
蠅
」
を
使
用
し
た
こ
と
か
ら
も
解
る
。
収
書
に

熱
心
で
、
現
存
す
る
合
田
文
庫
の
多
く
は
、
洋
庵
の
代
に
購
入
し
た
と
見
ら
れ
る
。

五
代
合
田
義
宜
（
’
八
四
六
～
’
九
一
二

弘
化
三
年
に
同
藩
士
花
井
氏
に
生
ま
れ
、
慶
応
中
二
八
六
五
～
六
七
）
合
田
家
の
養
子
と
な
り
高
田
藩
医
を
継
承
し
た
。
名
は
義

宜
、
一
に
直
大
。
維
新
後
、
同
地
に
医
業
を
開
業
し
た
。
明
治
四
十
四
年
二
九
一
二
六
月
十
五
日
に
六
十
六
歳
で
没
し
た
。
法
号

は
勇
進
院
精
誉
義
宜
居
士
。

合
田
文
庫
の
な
か
に
、
一

の
さ
ま
を
伝
え
て
い
る
。
狸

義
宜
の
花
井
姓
時
代
の
写
本
・
入
婿
後
の
写
本
が
残
さ
れ
て
お
り
、
吉
益
流
古
方
・
蘭
方
医
学
・
洋
学
研
讃

含
ｊ
）

（
⑭
６
）

は
じ
め
洋
庵
と
も
交
わ
り
の
あ
っ
た
高
田
藩
医
杉
本
文
伯
の
家
塾
に
学
び
、
そ
こ
で
小
川
文
台
〈
吉
益
復
軒
門
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（
り
）

人
、
藩
医
）
ら
と
交
わ
っ
た
ら
し
い
。
ほ
か
に
「
拙
修
堂
」
な
る
塾
で
学
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
高
田
藩
儒
木
村
愚
山
の
家
塾
と
考
え
ら

れ
る
（
愚
山
の
男
容
斎
の
詩
文
集
が
文
庫
に
残
る
。
目
録
一
○
八
・
一
○
九
）
。

妻
は
同
藩
士
山
川
氏
の
女
ト
ヲ
〈
拾
）
子
。
嘉
永
二
年
二
八
四
九
）
に
生
ま
れ
、
昭
和
二
年
二
九
二
七
）
五
月
十
日
に
七
十
九

歳
で
没
し
た
。
法
号
は
慈
心
院
拾
誉
妙
円
大
姉
。
四
男
二
女
の
う
ち
、
長
女
と
く
は
旧
同
藩
士
族
神
岡
健
蔵
に
、
二
女
し
う
は
高
橋
氏

｛
川
）

に
嫁
し
、
二
男
弘
は
旧
同
藩
士
族
内
田
氏
の
養
子
と
な
っ
た
。
長
男
平
が
家
を
継
ぎ
、
三
男
進
・
四
男
亨
（
明
治
二
十
年
生
、
東
京
外

語
大
卒
、
東
京
に
住
む
）
は
分
家
を
立
て
た
。

ひ
と
し

六
代
合
田
平
（
’
八
七
六
～
’
九
三
四
）

明
治
九
年
二
八
七
六
）
七
月
に
義
宜
の
長
男
と
し
て
高
田
に
生
ま
れ
、
高
田
中
学
。
（
東
京
）
第
一
高
等
学
校
（
医
科
、
一
八
九

（
Ⅱ
）

（
旧
）

八
卒
業
）
を
経
て
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
卒
業
二
九
○
二
・
○
三
）
。
陸
軍
に
入
り
、
二
等
軍
医
・
第
十
一
師
団
付
く
○
四
、

一
等
軍
医
・
第
二
軍
司
令
部
付
《
○
五
）
、
東
京
衛
戊
病
院
勤
務
〈
○
六
）
。
病
理
学
研
究
の
た
め
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
大
学
院
に

学
ぶ
（
○
七
）
。
つ
い
で
満
州
独
立
守
備
隊
付
・
奉
天
赤
十
字
病
院
長
（
○
九
）
、
三
等
軍
医
正
二
三
、
陸
軍
軍
医
学
校
教
官
二
五
）
、

二
等
軍
医
正
（
一
七
）
。
こ
の
間
、
家
督
相
続
二
二
。
近
衛
師
団
軍
医
部
長
、
陸
軍
省
医
務
局
衛
生
課
長
、
東
京
第
一
衛
戊
病
院
長

な
ど
を
経
て
、
陸
軍
軍
医
監
三
五
）
、
陸
軍
軍
医
学
校
長
三
八
）
、
陸
軍
省
医
務
局
長
に
至
っ
た
。
著
書
に
「
満
州
事
変
二
於
ケ
ル

（
脳
｝

陸
軍
衛
生
勤
務
二
就
テ
」
二
九
三
四
が
あ
る
。
森
鴎
外
日
記
に
名
前
が
散
見
す
る
。
昭
和
九
年
二
九
三
四
十
月
二
十
四
日
、
五

初
婚
の
妻
こ
う
（
幸
）
は
、
旧
同
藩
士
族
村
野
高
光
の
長
女
で
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
に
生
ま
れ
、
大
正
十
一
年
二
九
二

二
）
二
月
三
日
、
四
十
三
歳
で
没
し
た
。
法
号
は
清
徳
院
浄
誉
妙
月
大
姉
。
平
の
九
人
の
子
（
博
・
幻
露
咳
児
〈
明
治
四
十
年
二
九

○
七
）
六
月
十
二
日
没
〉
・
淳
章
核
児
〈
明
治
四
十
一
年
（
一
九
○
八
）
九
月
二
十
八
日
没
〉
・
と
き
子
〈
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○

九
）
生
、
瀬
戸
氏
に
嫁
す
〉
・
と
し
子
〈
明
治
四
十
四
年
二
九
一
二
生
〉
・
昇
〈
大
正
二
年
二
九
一
三
）
生
〉
・
保
〈
保
誉
愛

十
八
歳
で
没
し
た
。
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合
田
進
（
’
八
八
一
～
’
九
一
一
六
）

五
代
義
宜
の
三
男
と
し
て
明
治
十
四
年
に
生
ま
れ
た
。
千
葉
医
專
に
入
学
二
九
○
○
）
、
卒
業
（
○
五
）
。
小
児
科
を
専
攻
し
た
。

香
川
県
大
河
郡
立
病
院
・
名
古
屋
生
命
保
険
会
社
等
に
奉
職
後
、
高
田
に
帰
郷
し
て
開
業
し
、
大
正
十
五
年
二
九
二
六
）
三
月
三
十

一
日
、
四
十
二
歳
で
没
し
た
。
法
号
は
西
岸
院
精
誉
勇
進
居
士
。
妻
す
え
（
橋
本
氏
）
は
、
昭
和
三
十
年
一
月
十
九
日
、
満
七
十
八
歳

で
没
し
た
。

蓮
童
子
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
五
月
十
九
日
没
、
二
歳
〉
・
愛
子
〈
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
生
〉
・
久
子
〈
浄
西
核
女
、
大
正

八
年
二
九
一
九
）
十
二
月
十
三
日
没
〉
）
は
、
み
な
村
野
氏
こ
う
の
子
で
あ
る
。

再
婚
の
妻
梅
ノ
は
姫
宮
智
昭
の
妹
で
、
明
治
十
九
年
二
八
八
六
）
一
月
に
生
ま
れ
、
昭
和
四
十
三
年
二
九
六
八
）
十
月
二
十
一

日
、
八
十
三
歳
で
没
し
た
。
法
号
は
寂
静
院
瑞
誉
梅
香
大
姉
。

七
代
合
田
博
（
’
九
○
二
～
七
八
）

六
代
平
の
長
男
と
し
て
明
治
三
十
五
年
二
九
○
二
）
九
月
十
七
日
に
生
ま
れ
た
。
昭
和
五
年
二
九
三
○
）
、
慶
応
義
塾
大
学
法
学

部
卒
業
。
東
京
に
住
み
、
昭
和
五
十
三
年
二
九
七
八
）
十
二
月
二
十
四
日
に
七
十
六
歳
で
没
し
た
。
妻
親
枝
は
八
雲
龍
震
〈
島
根
の

人
）
の
三
女
で
、
明
治
四
十
五
年
二
九
一
二
）
に
生
ま
れ
、
平
成
十
四
年
〈
二
○
○
二
）
十
月
三
十
日
に
九
十
歳
で
没
し
た
。
法
号

人
）
の
三
女
で
、
明
治
四

は
普
照
院
光
誉
慈
親
大
姉
。

分
家
の
諸
氏
（
医
者
の
み
）

八
代
（
当
代
）
合
田
喬
（
’
九
三
二
～
）

七
代
博
の
長
男
に
生
ま
れ
た
。
二
男
に
勲
（
昭
和
十
年
生
）
が
あ
る
。
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五
代
義
宜
の
四
男
亨
〈
法
曇
院
松
誉
亨
寿
居
士
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
十
八
日
没
、
八
十
七
歳
）
の
長
男
。
母
は
政
子
（
井
原
粂
太

郎
長
女
、
明
治
二
十
六
年
（
一
九
九
三
）
生
、
昭
和
六
十
二
年
二
九
八
七
）
六
月
四
日
没
、
九
十
四
歳
）
。
朗
の
兄
弟
姉
妹
に
道
子

合
田
朗
（
’
九
一
九
～
）

五
代
義
宜
の
四
男
亨
〈

長
女
、
明
治
二
十
六
年

平
蔵一

Ｔ

小
野
田
氏

’
真
水
氏 篭

Ｔ

女
｜
Ｔ
陰
Ｉ ’

計確
llll
女男男女

渋

T食

男男女男

義洋4
以庵

’
山
川
氏

義鳥
宜莨

雲〒要一
一l

llll
道亀亙稔朗
~］ー

〒

十
し嵩

う笹

－
１
１
１
６
と
／
、

弘丙
田
一

（
神
岡
）

ｌ
朝
子

ｌ
式
子

（
橘
本
氏
）

す
え

進

）
。
朗
の
兄
弟
姉
妹
に
道
子

親
枝叶

、
輻

愛
子

久
子

保 と
し
子

昇 男〔
瀬
戸
）

と
き
子

男

合田家の系図
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（
大
正
五
年
二
九
一
六
）
生
）
・
朝
子
（
大
正
二
年
二
九
一
三
）
生
）

四
年
三
月
二
十
二
日
没
、
清
誉
浄
稔
童
子
）
・
亙
（
昭
和
二
年
二
九
二

七
）
九
月
十
六
日
生
、
同
年
十
二
月
十
日
没
、
亙
安
善
童
子
）
・
式
子

（
昭
和
五
年
二
九
三
○
）
生
）
が
あ
る
。

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
卒
業
後
、
北
里
研
究
所
に
入
所
（
四
二
）
。
医

博
（
五
二
。
北
里
大
学
創
設
時
の
微
生
物
学
第
一
講
座
主
任
教
授
を
務

め
二
九
六
三
、
そ
の
後
、
北
里
研
究
所
理
事
・
副
所
長
、
同
大
学
衛

生
学
部
長
を
歴
任
し
た
。

二
、
合
田
文
庫
の
概
要

古
書
類
は
す
べ
て
和
装
本
。
木
製
の
書
箱
八
函
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。

整
理
の
結
果
、
全
一
三
八
点
、
四
五
○
冊
（
帖
も
含
む
）
。
う
ち
、
医
書

類
（
「
舎
密
開
宗
」
を
含
む
）
は
一
○
二
点
、
二
八
三
冊
。
非
医
書
類
は

三
六
点
、
一
六
七
冊
で
あ
っ
た
（
写
真
３
）
・

医
書
類
は
和
刻
本
が
六
○
点
、
清
刊
本
が
二
点
、
写
本
が
四
○
点
。
和

刻
本
は
慶
安
二
年
二
六
四
九
）
刊
の
『
察
病
指
南
』
が
最
古
、
明
治
十

四
年
二
八
八
二
刊
の
二
月
児
須
知
」
が
最
新
。
写
本
は
幕
末
明
治
初

期
に
集
注
し
て
い
る
。
概
し
て
丁
寧
に
書
写
し
、
製
本
し
て
あ
る
。
内
容

的
に
は
伝
統
医
学
〈
漢
方
）
系
の
も
の
が
、
お
よ
そ
五
十
八
点
、
蘭
方
系

稔
（
大
正
三
年
二
九
一
四
）
十
月
二
十
七
日
生
、
大
正写真3合田文庫の全容
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の
も
の
が
四
十
四
点
と
、
伝
統
医
学
系
の
も
の
が
点
数
で
は
や
や
多
い
が
、
当
時
の
医
家
と

し
て
は
蘭
方
色
が
き
わ
め
て
濃
厚
と
い
え
よ
う
。
合
田
家
（
五
代
洋
庵
～
六
代
義
宜
）
が
、

積
極
的
に
蘭
方
を
学
び
導
入
し
て
い
た
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
専
門
領
域
と
し
て
は
、
瘍
科

〈
外
科
・
皮
膚
科
）
を
得
意
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
ｃ

非
医
書
類
は
、
漢
学
の
教
養
典
籍
も
あ
る
が
、
外
国
語
を
ふ
く
む
語
学
系
の
も
の
が
目
立

つ
○

蔵
書
印
は
、
①
「
合
田
蔵
」
②
「
合
田
（
壺
印
ご
、
③
「
敲
田
寳
印
（
陰
刻
ご
④
「
医

員
被
田
賢
（
円
印
）
」
⑤
「
洋
庵
蘭
蝿
」
（
以
上
三
種
が
洋
庵
使
用
）
、
⑥
「
合
田
義
宜
」
⑦

「
義
宜
害
章
」
〈
以
上
二
種
は
義
宜
使
用
）
の
七
種
を
確
認
し
た
（
写
真
４
）
。

合
田
家
は
蔵
書
を
大
切
に
取
り
扱
っ
た
。
特
に
蘭
方
書
は
、
書
袋
（
販
売
時
に
付
い
て
い

る
書
物
の
「
扉
」
を
印
刷
し
た
包
み
紙
）
を
利
用
し
て
、
峡
を
作
ら
せ
た
も
の
が
多
く
、
後

年
の
虫
損
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
が
美
本
の
状
態
で
あ
る
。

合
田
文
庫
は
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
、
越
後
高
田
に
お
け
る
医
学
水
準
を

（
Ⅱ
｝

伝
え
る
恰
好
の
資
料
群
と
い
え
る
。

三
、
合
田
文
庫
目
録

医
書
類
（
五
十
音
順
）

一
貢
東
校
）
医
院
治
験
録
」
、
明
治
五
年
刊
、
二

一
二
育
児
須
知
」
、
橋
本
綱
常
閲
杉
田
由
哲
紗
訳
、

一
巻
二
冊
、
巻
二
は
写
本

、
明
治
十
四
年
刊
、
三
巻
三
冊

⑤ ⑥ ⑦

写真4合田文庫の蔵書印
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『
医
事
古
言
」
、
〔
吉
益
東
洞
著
〕
源
信
綱
校
、
文
化
二
年
刊
、
一
冊

『
医
範
提
綱
（
西
説
医
範
提
綱
釈
義
崖
、
宇
田
川
榛
斎
訳
述
、
弘
化
二
年
刊
、
三
巻
三
冊

「
医
範
提
綱
内
象
銅
版
図
』
、
宇
田
川
榛
斎
著
亜
欧
堂
田
善
画
、
文
化
五
年
刊
、
一
帖

『
医
療
正
始
」
、
独
・
昆
斯
骨
夫
著
伊
東
玄
朴
重
訳
、
明
治
三
年
写
、
一
二
巻
七
冊
、
合
田
義
宜
写

『
癌
疫
論
標
註
」
、
明
・
呉
有
性
著
黒
弘
休
伯
標
註
、
享
和
二
年
刊
、
二
巻
二
冊

「
和
蘭
医
方
募
要
」
、
江
馬
元
弘
訳
、
文
化
十
四
年
刊
、
四
巻
五
冊

「
和
蘭
外
科
要
方
』
、
関
口
胤
輯
録
大
崎
博
校
正
杉
田
立
卿
閲
、
写
、
二
巻
一
冊
、
一
○
・
一
二
・
一
三
・
一
六
・
三
五
・

三
九
・
五
二
・
七
七
と
同
峡

『
和
蘭
外
科
要
方
』
、
関
口
胤
輯
録
大
崎
博
校
正
杉
田
立
卿
閲
、
天
保
二
年
刊
、
二
巻
一
冊

「
和
蘭
瘍
医
方
範
」
、
杉
田
立
卿
訳
述
、
写
、
一
冊
、
九
と
同
畉

『
和
蘭
瘍
科
大
絨
縛
篇
」
、
杉
田
立
卿
訳
、
写
、
一
冊
、
九
と
同
峡

『
和
蘭
流
實
薬
煉
法
」
、
吉
雄
幸
載
家
法
、
写
、
一
冊
、
外
題
「
紅
毛
流
膏
薬
煉
法
」
九
と
同
峡

貢
重
訂
）
解
体
新
書
』
、
独
・
鳩
盧
模
斯
撰
杉
田
玄
白
訳
大
槻
玄
沢
重
訂
、
文
政
九
年
刊
、
一
三
冊

雪
重
訂
）
解
体
新
書
銅
版
全
図
』
、
南
寧
一
模
中
伊
三
郎
刻
、
刊
、
一
帖
、
文
政
四
年
賊

『
家
伝
婦
人
科
」
、
一
冊
、
安
政
二
年
、
通
天
楼
合
田
写
、
九
と
同
峡

『
家
法
難
波
骨
継
秘
伝
』
、
写
、
三
巻
一
冊
、
九
九
と
同
峡

『
眼
科
新
書
附
録
」
、
和
蘭
・
布
冷
吉
著
松
田
就
輯
録
杉
田
立
卿
閲
、
文
化
十
三
年
刊
、
一
冊

「
丸
散
方
」
、
〔
吉
益
東
洞
著
〕
谷
口
信
庵
輯
、
文
化
六
年
刊
、
一
冊

「
車
中
外
科
書
」
、
蘭
・
抱
烏
駝
段
講
述
、
一
冊
、
慶
応
三
年
、
合
田
義
宜
写
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二
一
「
恢
狗
傷
考
」
、
原
南
陽
、
天
保
七
年
刊
、
一
冊
、
五
八
と
同
畉

二
一
二
経
穴
彙
解
」
、
原
南
陽
、
嘉
永
七
年
刊
、
八
巻
八
冊

二
三
『
経
穴
蟇
要
』
、
小
阪
元
祐
、
文
化
七
年
刊
、
五
巻
五
冊

二
四
『
外
科
上
池
秘
録
」
、
西
川
国
華
、
享
和
二
年
刊
、
四
巻
一
冊
、
四
七
と
同
畉

二
五
三
新
刊
）
外
科
正
宗
」
、
明
・
陳
実
功
募
著
荻
野
元
凱
校
正
、
寛
政
三
年
刊
、
四
巻
四
冊

二
六
「
外
科
総
論
』
、
蘭
・
抱
烏
駝
段
講
述
、
明
治
元
年
写
、
二
巻
二
冊
、
合
田
義
宜
写

二
七
『
解
毒
奇
効
方
」
、
原
南
陽
、
天
保
九
年
刊
、
一
冊

二
八
『
広
胖
堂
常
用
方
府
」
、
写
、
一
冊
、
広
胖
堂
日
用
方
府

二
九
「
虎
烈
刺
論
』
、
石
黒
忠
惠
訳
述
、
明
治
刊
、
一
冊

三
○
『
済
生
三
方
附
医
戒
」
、
独
・
扶
駄
蘭
度
著
杉
田
成
卿
訳
、
嘉
永
二
年
刊
、
三
巻
三
冊
附
一
冊

三
一
『
雑
書
』
、
写
、
一
冊
、
四
八
・
五
一
・
五
三
・
六
八
・
七
・
八
八
・
八
九
・
九
五
と
同
族

三
一
二
察
病
指
南
」
、
未
・
施
発
、
慶
安
二
年
刊
、
三
巻
一
冊

三
三
「
産
科
発
蒙
」
、
片
倉
元
周
、
刊
、
六
巻
四
冊
、
医
学
質
験
義
五
種
五
○
・
七
一
と
同
峡

三
四
「
七
新
薬
」
、
司
馬
凌
海
、
文
久
二
年
刊
、
三
巻
三
冊

三
五
『
痔
病
」
、
写
、
独
・
扶
歌
蘭
度
著
杉
田
成
卿
訳
、
一
冊
、
九
と
同
峡

三
六
『
銃
創
瓊
言
」
、
大
槻
俊
斎
訳
編
、
写
、
一
冊

三
七
『
種
痘
新
書
」
、
清
・
張
淡
〈
遜
玉
）
編
集
、
二
巻
五
冊
、
情
・
己
卯
二
八
一
九
）
刊

三
八
「
春
林
軒
蔵
方
抜
革
」
、
写
、
一
冊
、
外
題
「
青
州
先
生
秘
方
」

三
九
『
春
林
軒
蔵
方
抜
華
」
、
一
冊
、
嘉
永
七
年
、
合
田
洋
庵
写
、
九
と
同
峡
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四
○
『
傷
寒
論
』
、
漢
・
張
仲
景
述
晋
・
王
叔
和
撰
次
浅
野
徽
校
、
寛
政
九
年
刊
、
一
○
巻
三
冊
、
外
題
「
校
正
宋
版
傷
寒
論
」

四
一
三
小
刻
）
傷
寒
論
」
、
漢
・
張
仲
景
、
文
政
六
年
刊
、
一
冊

四
二
「
傷
寒
論
」
、
漢
・
張
仲
景
述
晋
・
王
叔
和
撰
次
浅
野
徽
校
、
寛
政
九
年
刊
、
一
○
巻
三
冊
、
外
題
「
校
正
宋
版
傷
寒
論
」

四
三
『
傷
寒
論
間
書
』
、
吉
益
南
涯
、
一
冊
、
元
治
元
年
、
花
井
直
大
写

四
四
『
傷
寒
論
輯
義
」
、
多
紀
元
簡
、
文
政
五
年
刊
、
七
巻
一
○
冊

四
五
『
傷
寒
論
述
義
」
、
丹
波
元
堅
、
写
、
五
巻
二
冊

四
六
一
傷
寒
論
精
義
」
、
吉
益
南
涯
著
、
五
巻
二
冊
、
花
井
直
大
写

四
七
『
上
池
秘
録
」
、
西
川
国
華
、
享
和
三
年
～
文
政
六
年
刊
、
四
編
四
冊
、
二
四
と
同
峡

四
八
『
診
病
奇
核
」
、
多
紀
元
堅
、
写
、
二
冊
、
三
一
と
同
峡

四
九
『
西
医
略
論
」
、
英
、
合
信
著
清
・
管
茂
材
撰
、
安
政
五
年
刊
、
三
巻
四
冊

五
○
「
青
雲
瓊
探
」
、
片
倉
元
周
、
刊
、
二
巻
二
冊
、
医
学
質
験
義
五
種
三
三
と
同
畉

五
一
重
月
襄
秘
録
』
、
〔
華
岡
青
洲
〕
、
写
、
一
冊
、
三
一
と
同
峡

五
二
『
済
美
堂
膏
薬
方
」
、
写
、
一
冊
、
九
と
同
畉

五
三
「
済
美
堂
方
函
」
、
〔
竹
中
文
輔
〕
、
写
、
二
冊
、
三
一
と
同
峡

五
四
重
口
密
開
宗
」
、
〔
英
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ィ
リ
ァ
ム
著
〕
宇
田
川
裕
庵
訳
、
刊
、
三
巻
三
冊
、
内
編

五
五
『
生
理
発
蒙
』
、
閏
・
李
遡
撰
島
村
鼎
甫
訳
、
慶
応
二
年
刊
、
一
三
巻
・
図
式
一
巻
一
四
冊

五
六
『
製
煉
経
験
」
、
写
、
一
冊
、
外
題
「
製
煉
耆
」

五
七
「
全
体
新
論
」
、
英
・
合
信
、
清
・
陳
修
堂
撰
、
安
政
四
年
刊
、
二
巻
二
冊

五
八
「
叢
桂
偶
記
」
、
原
南
陽
、
嘉
永
七
年
刊
、
二
巻
二
冊
、
二
一
と
同
峡
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五
九
頁
篭
頭
）
素
問
玄
機
原
病
式
」
、
岡
本
一
抱
、
元
禄
三
年
刊
、
二
巻
二
冊

六
○
『
泰
西
方
鑑
」
、
小
森
桃
嶋
、
文
政
十
二
年
刊
、
五
巻
五
冊

六
一
『
窒
扶
斯
新
論
」
、
米
・
普
林
篤
著
、
松
山
棟
庵
訳
、
写
、
二
巻
一
冊

六
二
「
中
毒
総
論
」
、
蘭
・
抱
烏
土
段
口
授
、
慶
応
四
写
、
一
冊
、
合
田
義
宜
写

六
三
「
痘
科
鍵
」
、
明
・
朱
巽
、
武
田
叔
安
〔
校
〕
、
安
永
六
年
刊
、
二
巻
四
冊

六
四
『
導
水
瓊
言
」
、
和
田
東
郭
述
和
田
哲
記
、
一
冊
、
安
政
元
年
、
小
川
文
台
写

六
五
『
吐
方
考
」
、
永
富
独
嚥
庵
、
刊
、
一
冊

六
六
『
内
科
新
説
』
、
英
・
合
信
著
管
茂
材
撰
、
安
政
四
年
刊
、
三
巻
三
冊

六
七
「
難
経
本
義
」
、
元
・
滑
寿
、
刊
、
二
巻
二
冊

六
八
「
徽
瘡
経
験
方
」
、
写
、
一
冊
、
三
一
と
同
峡

六
九
「
徽
瘡
新
書
」
、
填
・
布
連
吉
著
杉
田
立
卿
訳
、
文
政
四
年
刊
、
五
巻
五
冊

七
○
「
徽
瘡
要
録
」
、
寺
尾
隆
純
・
大
江
雲
澤
、
写
、
二
巻
一
冊
、
三
一
と
同
峡

七
一
『
徽
瘻
新
書
」
、
片
倉
元
周
、
天
明
六
年
刊
、
不
分
巻
二
冊
、
医
学
質
験
義
五
種
三
三
と
同
峡

七
二
『
秘
方
集
」
、
写
、
一
冊

七
三
「
病
学
通
論
」
、
緒
方
洪
庵
、
安
政
四
年
刊
、
三
巻
三
冊

七
四
『
病
名
彙
解
」
、
蘆
川
桂
洲
、
寛
政
五
年
刊
、
七
巻
五
冊

七
五
「
病
理
内
科
書
」
、
藺
・
抱
烏
駝
段
口
授
、
四
冊
、
慶
應
三
年
、
合
田
義
宜
写

七
六
『
婦
嬰
新
説
』
、
英
・
合
信
著
清
・
管
茂
材
撰
、
〔
江
戸
末
〕
刊
、
二
巻
二
冊

七
七
『
不
死
疵
療
治
之
巻
」
、
蘭
・
ア
ル
マ
ン
ス
石
嶋
梅
庵
、
写
、
一
冊
、
九
と
同
峡
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七
八
「
扶
氏
経
験
遺
訓
」
、
独
・
扶
欧
蘭
度
著
緒
方
洪
庵
訳
、
安
政
四
年
刊
、
二
峡
二
五
巻
一
六
冊
、
巻
四
第
一
～
二
編
・
巻
八

九九九八八八八八八八八八八
二一○九 八 七 六 五 四 三 二一○
‐雪一弓一一一ヨーヨー雪一

難饗壁蕊霧
雨呈窪皇畠渉舗雨騨幕加藍、…、__ﾖｰ…、－

七
九
『
扶
氏
経
験
遺
訓
薬
方
編
附
録
」
、
独
・
扶
歌
蘭
度
著
緒
方
洪
庵
訳
、
安
政
四
年
刊
、
薬
方
編
二
巻
合
一
冊
附
録
三
巻
合

八
三
「
方
極
」
、
吉
益
東
洞
述
品
丘
明
記
、
明
和
元
年
刊
、
一
冊

八
四
「
麻
疹
三
害
」
、
多
紀
元
簡
、
刊
、
三
害
二
冊

八
五
「
麻
疹
精
要
』
、
清
・
張
璃
上
月
専
庵
附
方
、
寛
政
九
年
刊
、
一
巻
一
冊

八
六
『
脈
学
輯
要
』
、
丹
波
元
簡
、
刊
、
三
巻
一
冊

八
七
「
脈
論
」
、
津
田
淳
三
、
安
政
五
年
刊
、
一
冊

八
八
「
妙
薬
集
」
、
写
、
一
冊
、
三
一
と
同
峡

八
九
「
薬
性
能
毒
」
、
写
、
一
冊
、
妙
薬
集
上
巻
三
一
と
同
畉

九
○
貢
蘭
方
内
用
）
薬
能
識
」
、
高
良
斎
、
刊
、
一
冊

九
一
『
薬
品
手
引
草
」
、
加
地
井
高
茂
、
安
永
七
年
刊
天
保
十
四
年
補
刻
、
二
巻
二
冊

九
二
『
薬
名
早
引
（
附
録
共
匡
、
横
井
全
柳
編
小
森
愚
堂
閲
、
天
保
八
年
刊
、
正
編
二
巻
二
冊
附
録
二
巻
一
冊

全
三
冊
、
外
題
「
泰
西
薬
名
草
手
引
」

九
三
『
熊
胆
真
偽
弁
」
、
鈴
木
甘
井
著
、
写
、
一
冊

第
一
～
五
編
鉄

冊

〈
元
亨
匡
、
蘭
・
満
私
敵
児
度
、
写
、
二
巻
二
冊

・
文
化
八
年
刊
、
一
冊
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非
医
書
類
（
五
十
音
順
）

一
○
四
『
英
文
典
」
、
明
治
三
年
刊
、
一
冊

一
○
五
『
英
文
典
直
訳
』
、
明
治
三
年
刊
、
二
冊

一
○
六
『
大
岩
山
清
秀
公
石
碑
銘
写
」
、
刊
、
一
冊

一
○
七
『
女
四
書
」
、
嘉
永
七
年
刊
、
四
巻
四
冊
、
清
・
王
相

一
○
八
『
観
旭
軒
遺
稿
」
、
木
村
容
斎
、
明
治
二
十
四
年
刊
、
二
巻
二
冊

一
○
九
『
観
旭
軒
遺
稿
」
、
木
村
容
斎
、
明
治
二
十
四
年
刊
、
二
巻
二
冊

二
○
「
近
思
録
」
、
宋
・
朱
書
呂
祖
謙
、
安
政
三
年
刊
、
’
四
巻
二
冊

九
四
『
瘍
医
新
書
」
、
独
・
協
乙
速
的
盧
著
杉
田
玄
白
大
槻
玄
沢
訳
、
文
政
八
年
刊
、
三
巻
四
冊

九
五
『
瘍
科
瓊
言
」
、
華
岡
青
洲
、
写
、
二
冊
、
三
一
と
同
畉

九
六
「
瘍
科
瓊
言
」
、
華
岡
青
洲
、
写
、
一
冊
、
一
○
○
と
同
峡

九
七
『
瘍
科
新
選
」
、
杉
田
立
卿
訳
述
、
天
保
三
年
刊
、
四
巻
四
冊
附
録
一
冊

九
八
『
瘍
科
秘
録
」
、
本
間
棗
軒
、
弘
化
四
年
刊
、
一
○
巻
一
二
冊

九
九
『
瘍
科
方
筌
」
、
華
岡
青
洲
、
写
、
一
冊
、
一
七
と
同
峡

一
○
○
『
瘍
科
方
筌
」
、
華
岡
青
洲
、
写
、
一
冊
、
九
六
と
同
畉

一
○
一
『
要
術
知
新
』
、
独
・
協
乙
速
的
盧
著
大
槻
玄
幹
訳
述
大
槻
磐
水
閲
、
刊
、
三
巻
三
冊

一
○
二
『
養
生
法
」
、
松
本
良
順
誌
山
内
豊
城
校
補
註
、
〔
明
治
前
期
〕
刊
、
不
分
巻
二
冊

一
○
三
『
涜
篤
児
薬
性
論
」
、
蘭
・
武
篤
児
著
林
洞
海
訳
、
安
政
三
年
刊
、
一
二
巻
一
八
冊
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一
三
『
経
済
録
」
、
太
宰
春
台
、
写
、
一
○
巻
一
○
冊

二
二
『
語
彙
活
語
指
掌
」
、
明
治
二
十
年
刊
、
一
冊

二
三
「
語
彙
別
記
」
、
明
治
十
七
年
刊
、
二
巻
一
冊

二
四
一
孝
経
」
、
承
応
三
年
刊
、
一
冊

二
五
『
合
類
大
節
用
集
」
、
槇
島
昭
武
、
享
保
二
年
刊
、
一
○
巻
一
三
冊

二
六
「
詩
学
小
成
』
、
千
葉
茂
右
衛
門
、
寛
政
九
年
刊
、
四
巻
三
冊
、
巻
一
鉄

二
七
『
史
記
評
林
」
、
寛
政
四
年
刊
、
一
三
○
巻
五
○
冊
、
首
二
巻
三
峡
明
・
凌
稚
隆
輯
校
李
光
緒
増
補

三
八
「
詩
経
」
、
刊
、
二
巻
二
冊

二
九
言
詩
稿
〕
』
、
〔
合
田
義
宜
〕
、
写
、
一
冊

一
二
○
『
詩
語
砕
金
」
、
泉
要
編
石
作
駒
石
校
、
天
保
刊
、
三
巻
一
冊

一
二
一
三
立
斎
先
生
標
題
解
註
音
釈
）
十
八
史
略
（
巻
四
・
巻
五
連
、
曾
先
之
編
陳
段
音
釈
、
刊
、
二
巻
二
冊

一
二
二
『
珠
算
二
千
題
（
上
）
」
、
尾
関
正
求
、
明
治
二
十
一
年
刊
、
二
巻
一
冊
、
上
の
み

一
二
三
「
春
秋
左
氏
伝
校
本
」
、
明
治
十
四
年
刊
、
三
○
巻
一
五
冊

一
二
四
『
純
正
蒙
求
』
、
元
・
胡
炳
文
、
嘉
永
五
年
刊
、
三
巻
三
冊

一
二
五
「
小
学
句
読
集
疏
」
、
竹
田
定
直
貝
原
篤
信
、
明
治
十
七
年
刊
、
一
○
巻
目
録
一
巻
二
冊

一
二
六
『
諸
国
道
中
記
」
、
刊
、
一
冊

一
二
七
「
数
学
三
千
題
（
下
匡
、
尾
関
正
求
、
明
治
二
十
一
年
刊
、
一
巻
一
冊
、
下
の
み

一
二
八
三
精
註
）
正
文
章
軌
範
」
、
宋
・
謝
枕
得
石
川
鴻
斎
、
刊
、
七
巻
三
冊

一
二
九
『
先
哲
叢
談
（
巻
三
‐
八
）
」
、
原
念
斎
、
文
化
十
三
年
刊
、
六
巻
三
冊
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注（
１
）
記
事
内
容
の
下
限
は
大
正
六
年
で
あ
る
の
で
、
こ
の
時
期
の
発
行
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
「
上
越
市
史
別
編
５
．
６
」
（
上
越
市
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
九
・
二
○
○
○
）
と
し
て
「
藩
政
資
料
１
．
２
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
別
に

「
上
越
市
史
叢
書
Ｎ
０
．
５
史
料
集
・
高
田
の
家
臣
団
」
（
上
越
市
史
専
門
委
員
会
近
世
史
部
会
、
二
○
○
○
）
と
し
て
、
松
平
光
長
家
臣

団
の
分
限
帳
３
種
、
榊
原
家
臣
団
の
分
限
帳
七
種
が
索
引
を
付
し
て
翻
刻
・
刊
行
さ
れ
た
。
榊
原
家
臣
団
の
分
限
帳
七
種
の
内
訳
は
次
の
通

三
○
『
先
哲
叢
談
後
編
」
、
東
条
琴
台
、
文
政
十
二
年
刊
、
八
巻
四
冊

三
一
「
大
学
章
句
新
疏
」
、
室
鳩
巣
、
天
明
六
年
刊
、
二
巻
二
冊

三
二
『
大
日
本
道
中
細
見
記
」
、
友
鳴
松
旭
、
刊
、
一
帖

三
三
『
東
京
新
繁
盛
記
（
初
編
匡
、
服
部
誠
一
、
明
治
七
年
刊
、
一
冊

三
四
三
標
注
）
東
莱
博
議
（
巻
五
こ
、
呂
祖
謙
撰
阪
谷
素
標
注
訓
点
、
刊
、
一
巻
一
冊

三
五
「
日
本
外
史
」
、
頼
山
陽
、
明
治
十
六
年
刊
、
二
二
巻
一
二
冊

三
六
『
蛮
語
菱
」
、
森
羅
万
象
一
世
著
箕
作
院
甫
補
、
嘉
永
元
年
刊
、
二
巻
二
冊
、
外
題
「
改
正
増
補
蛮
語
菱
」

三
七
『
孟
子
」
、
朱
臺
集
注
、
明
治
十
四
年
刊
、
一
四
巻
四
冊
、
外
題
「
新
刻
校
正
孟
子
後
藤
点
」

三
八
『
幼
学
詩
韻
』
、
成
徳
隣
檜
長
裕
編
、
弘
化
二
年
刊
、
一
冊

三
九
『
和
歌
梯
」
、
富
士
谷
成
章
、
明
治
二
十
四
年
刊
、
不
分
巻
二
冊

り
○

①
「
榊
原
藩
家
臣
禄
高
覚
文
政
十
三
年
七
月
」

②
「
榊
原
様
内
越
後
頚
城
郡
高
田
御
家
中
高
分
限
帳

③
「
碩
証
分
限
帳
天
保
十
五
年
一
月
」

天
保
十
五
年
一
月
」
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④
「
伊
呂
波
分
限
帳
（
嘉
永
期
以
降
）
」

⑤
「
高
田
役
禄
帳
文
久
二
年
」

⑥
「
江
戸
役
禄
帳
文
久
二
年
」

⑦
「
高
田
職
員
禄
鰄
諺
郡
明
治
三
年
」

右
記
資
料
に
記
載
さ
れ
た
、
合
田
家
の
記
事
は
次
の
通
り
。

②
’
一
、
七
人
半
扶
持
内
三
人
扶
持
外
科
医
師
太
田
六
郎
左
ヱ
門
弟
合
田
昌
順
二
五
三
頁
下
）

③
’
七
人
扶
持
合
田
洋
茸
二
八
二
頁
下
、
翻
刻
は
「
芥
」
に
作
る
）

④
’
一
、
七
人
半
扶
持
内
壱
人
無
所
務
尾
張
丁
合
田
洋
庵
（
二
二
三
頁
上
）

⑤
’
一
、
米
七
人
半
扶
持
内
壱
人
無
所
務
合
田
洋
茸
二
八
二
頁
下
、
翻
刻
は
「
葬
」
に
作
る
）

（
３
）
橋
本
昭
彦
他
弓
升
堂
記
」
（
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
蔵
）
翻
刻
な
ら
び
に
索
引
」
一
九
九
七
。

（
４
）
榊
原
家
臣
団
の
高
田
入
府
時
期
の
問
題
に
し
て
、
石
原
力
氏
か
ら
示
教
を
得
た
。
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

（
５
）
恵
遠
童
子
は
、
合
田
家
系
図
に
三
代
義
制
と
木
戸
氏
の
子
と
す
る
の
に
従
っ
た
が
、
孝
巖
寺
過
去
帳
に
は
洋
庵
の
悴
と
す
る
。

（
６
）
．
珠
」
は
庵
の
別
体
。
洋
庵
自
身
は
多
く
「
兼
」
を
用
い
る
が
、
本
稿
で
は
通
用
字
に
従
っ
た
。
「
螺
」
は
蟹
に
同
じ
。
欧
文
の
横
書
き
を
、

カ
ニ
の
横
歩
き
に
擬
え
た
号
で
あ
ろ
う
。

（
７
）
杉
本
文
伯
は
内
省
子
と
称
し
、
家
塾
を
伐
何
堂
・
河
堂
と
号
し
た
（
合
田
文
庫
所
蔵
・
嘉
永
七
年
〈
Ⅱ
安
政
元
年
一
八
五
四
〉
合
田
洋
庵
筆

写
『
春
林
軒
蔵
方
抜
革
」
巻
末
の
識
語
）
。
家
禄
二
五
○
石
内
五
○
石
無
所
務
は
、
藩
医
中
の
最
高
禄
で
あ
る
（
注
２
掲
引
書
二
四
九
頁
上
）
。

（
８
）
小
川
文
台
は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
生
ま
れ
で
、
義
宜
よ
り
七
歳
年
長
。
二
十
一
歳
（
一
八
五
九
）
に
吉
益
復
軒
に
入
門
し
て
い
る

二
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
八
’
二
、
二
○
○
二
、
町
泉
寿
郎
「
吉
益
家
門
人
録
（
四
こ
二
五
三
頁
）
・
合
田
文
庫
に
、
小
川
文
台
か
ら
義
宜

（
花
井
姓
時
代
）
に
贈
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
小
川
文
台
筆
写
「
導
水
瓊
言
』
が
残
る
ｃ
な
お
小
川
文
台
に
つ
い
て
、

蒲
原
宏
氏
よ
り
次
の
と
お
り
の
示
教
を
得
た
。
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

「
小
川
文
台
は
、
の
ち
の
杉
本
直
形
（
一
八
三
九
’
一
九
三
四
・
四
・
三
○
）
。
杉
本
内
省
の
養
子
と
な
る
。
高
田
藩
士
小
川
興
助
の
四
男
。

吉
益
の
あ
と
、
伊
東
貫
斎
に
つ
く
（
慶
応
三
）
。
つ
い
で
大
学
東
校
で
学
び
、
陸
軍
軍
医
。
高
田
盲
学
校
創
立
発
起
人
の
一
人
、
二
代
校
長
。
」
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（
皿
）
内
田
弘
（
一
八
七
七
～
一
九
○
四
）
は
、
高
田
中
学
を
経
て
、
海
軍
兵
学
校
卒
業
後
（
一
八
九
九
）
、
佐
世
保
鎮
守
府
勤
務
。
須
磨
分
隊
長

心
得
（
一
九
○
三
）
、
中
尉
（
○
四
）
に
進
ん
だ
が
、
日
露
戦
争
の
旅
順
第
三
閉
鎖
の
と
き
二
十
八
歳
で
戦
死
（
○
四
）
、
大
尉
に
昇
叙
さ
れ
た
。

法
号
、
弘
誓
院
進
誉
忠
勇
義
道
居
士
（
東
京
美
術
「
明
治
過
去
帳
（
新
訂
版
）
」
一
九
九
一
、
お
よ
び
合
田
喬
家
蔵
の
新
聞
切
り
抜
き
）
。

（
Ⅱ
）
「
向
陵
駒
場
同
窓
会
会
員
名
簿
」
（
昭
和
四
十
刊
、
向
陵
駒
場
同
窓
会
）
に
名
が
載
る
。
同
書
よ
れ
ば
、
同
窓
四
三
人
中
、
三
八
人
が
東
京
帝

国
大
学
医
科
大
学
に
進
学
し
て
い
る
。

（
胆
）
「
東
京
大
学
卒
業
生
氏
名
録
」
（
昭
和
二
十
五
刊
、
東
京
大
学
）
、
「
医
学
士
医
学
科
」
の
「
明
治
三
十
六
年
七
月
卒
業
（
前
年
九
月
ヨ
リ
此

年
三
月
迄
ノ
間
一
一
於
テ
卒
業
シ
タ
ル
者
）
」
の
項
に
、
そ
の
名
が
見
え
る
。
同
氏
名
録
は
、
大
正
九
年
卒
業
よ
り
以
前
は
、
卒
業
試
験
時
の
成

績
順
に
登
載
さ
れ
て
お
り
、
平
は
九
八
人
中
、
二
二
番
目
で
あ
る
。
同
級
に
は
永
井
潜
（
四
番
）
・
佐
々
木
隆
興
（
六
番
）
・
住
田
正
雄
（
三

○
番
）
ら
が
あ
る
。
平
の
卒
業
年
を
明
治
三
十
五
年
と
も
三
十
六
年
と
も
記
す
点
に
つ
き
、
岡
田
靖
雄
氏
よ
り
、
こ
の
時
期
の
東
京
帝
国
大
学

の
実
質
卒
業
時
期
（
十
二
月
）
と
卒
業
式
挙
行
時
期
（
七
月
）
の
ず
れ
に
起
因
す
る
と
の
教
示
を
得
た
。
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

（
Ｂ
）
森
鴎
外
日
記
に
見
る
合
田
平
の
記
事
（
岩
波
書
店
『
鴎
外
全
集
』
第
三
五
巻
、
一
九
七
五
）
は
、
つ
ぎ
の
通
り
。

①
明
治
四
十
三
年
二
月
二
十
三
日
「
福
嶋
中
将
安
正
来
て
合
田
平
の
替
人
の
事
を
言
ふ
・
」

②
大
正
二
年
七
月
三
十
日
「
平
井
政
這
来
訪
す
。
桂
公
太
郎
鎌
倉
に
あ
り
て
、
其
病
は
胃
癌
な
る
も
の
の
如
く
、
介
護
者
を
要
す
。
故
に
合

田
平
を
借
ら
ん
と
す
る
な
り
。
合
田
に
出
発
を
命
ず
。
」

③
大
正
二
年
九
月
十
日
「
合
田
平
を
伴
ひ
て
楠
瀬
大
臣
を
訪
ふ
。
関
節
僅
麻
質
斯
に
て
病
臥
せ
る
な
り
。
」

④
大
正
五
年
二
月
三
日
「
座
間
止
水
田
中
中
将
義
一
を
介
し
て
来
見
す
。
椿
山
公
痢
を
患
ふ
。
荒
木
栄
三
郎
、
合
田
平
を
遣
り
て
宿
直
せ
し

（
９
）
木
村
愚
山
、
名
は
敏
、

賀
桐
庵
門
。
高
田
藩
儒

る
・
」
（
蒲
原
宏
氏
示
教
）
。

⑤
大
正
五
年
三
月
十
日
「
辰
野
正
男
来
話
す
。
母
上
苦
悩
せ
さ
せ
給
ふ
と
聞
き
、
官
衙
よ
り
合
田
平
を
遣
る
。
」

⑥
大
正
九
年
二
月
二
十
日
「
参
寮
。
合
田
平
将
之
西
洋
。
来
告
別
。
」

手
Ｕ
Ｏ
」

通
称
は
左
次
郎
、
字
は
遜
志
、
別
号
は
愚
山
・
拙
修
。
越
後
の
人
。
明
治
三
年
没
、
六
十
八
歳
。
井
部
香
山
．
古

（
汲
古
書
院
「
漢
文
学
者
総
覧
』
一
九
七
九
）
。
「
越
後
中
頚
城
郡
黒
川
村
小
野
の
人
。
木
村
容
斎
は
愚
山
の
子
で
あ
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（
※
本
稿
は
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
特
定
領
域
研
究
Ａ
（
２
）
「
我
が
国
の
科
学
技
術
黎
明
期
資
料
の
体
系
化
に
関
す
る
調

査
・
研
究
（
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
ご
研
究
の
一
環
で
あ
る
。
）

を
表
し
ま
す
・

謝
辞

合
田
喬
氏
・
朗
氏
を
は
じ
め
と
す
る
合
田
家
一
族
の
皆
様
、
お
よ
び
天
崇
寺
・
孝
巖
寺
の
方
々
の
資
料
提
供
に
対
し
、
深
甚
の
謝
意

（
Ｍ
）
分
限
帳
か
ら
合
田
家
が
江
戸
詰
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
文
庫
資
料
も
高
田
で
の
修
学
の
跡
示
す
も
の
が
多
い

⑦
大
正
十
年
三
月
七
日
「

禎
次
郎
為
脚
気
首
座
。
」

「
参
館
。
正
木
直
彦
、
合
田
平
、
山
田
孝
雄
、
虫
明
盛
光
、
安
田
友
太
郎
、
山
田
珠
樹
夫
妻
至
。
合
田
請
予
代
鶴
田
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TheHistoryandLibrarytheGodaFamilyofMedicalDoctors

SenjuroMACHI,HiroshiKOSOTO,YosukeAMANOandToshihikoHANAWA

TheGodafamilydiscussedinthispaperisafamilylineagethatservedastheofficialphysi-

cianstotheSakakibarafamilythatruledTakadahaninEchigoprovincefromthemiddleof

theEdoperiod.

Lastyearoldmedicalmaterialsandwritingsthathadbeentransmittedbythefamilywere

transferredtotheOrientalMedicineResearchCenteroftheKitasatolnstitute.Theauthors

havehadtheopportunitytostudythefamilygenealogyandcollatethesearchives.

TheGodafamilyhascontinuedthrougheightgenerations.Theseare.respectively_@the

founderHeizo;@Chuzo;@Shojun;@YOan;OYOshinobu;Hitoshi;@Hiroshi;and

⑧thepresenthead,Takashi.Wehaveidentifiedtwolinesofphysiciansincollateralfamilies

(fromSusumuandAkira,bothsonsofYoshinobu).

Thearchiveasreceivediscomprisedofl38separateitemsfromatotalof450volumes.Of

these,medicalworksconstitutelO2itemsin283volumes.Thelibraryprovidesvaluablemate-

rialwhichshedslightonthestandardofmedicineintheTakadaareaofEchigofromthelate

EdothroughtheMeijiperiods.


